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1表紙の写真≡

発行糠武蜜批繋難鑑観艦一一

樹枝状賛鉄鉱

樹枝状結晶(dendrite)とは文字どおり樹木の枝分れのよう祖形態を

示す結晶のことで結晶の種類や生成条件の違いなどによって樹枝の形

態は様々である.このよう放結晶は急速衣成長や高過飽和溶液から

の成長によって形成されると考えられている.天然には自然銅･赤

銅鉱･イオウなどに例があるが黄鉄鉱での例は珍しい.写真は秋

岡県阿仁鉱山三ノ又坑に産したもので樹枝の形態は根本が太く先が細

く主幹とそれに重直で互いに直角枚臭方陶への枚とからなり偲びの

方陶はすべて<100>方向である.樹枝を構成する策鉄鉱の最相には

五角十二面体と六八面体の二種類があり前者から次る樹枝の方が大き

く発達している.種々の詳細な観察結果からこれら樹枝状黄鉄鉱が

樹枝形成→樹枝間充填→層成長という一連の典型的な樹枝状成長の過

程を経て形成されたものであることが明らかになっている.約12倍
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